
（8）令和４年５月₁日第164号 かりや市議会だより

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
関
す
る
決
議

■
議
員
研
修
会
を
実
施（

３
月
29
日
）

【
講
師
】

　

弁
護
士　

金
岡　

宏
樹　

氏

【
テ
ー
マ
】

　

公
職
選
挙
法
と
議
員
活
動

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
議
員
活
動
の
注
意
点
な
ど

◆
新
型
コ
ロ
ナ
は
ウ
イ
ル
ス
が
変
異

す
る
度
に
感
染
力
を
増
し
て
い
ま
す
。

次
の
波
に
備
え
、
引
き
続
き
感
染
症

対
策
の
徹
底
に
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
市
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
表
明
し
ま
し
た
。
脱
炭
素
社
会
の

実
現
と
電
力
の
地
産
地
消
を
推
進
し
、

二
酸
化
炭
素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
す
。
市
民
・
企
業
の
皆
様

と
行
政
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で
進
め
ら
れ

る
よ
う
市
議
会
も
そ
の
役
割
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
都
市
が
破
壊
さ
れ
人
々
の

生
活
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
武
力
に
よ

る
攻
撃
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
本
市

議
会
は
こ
の
事
態
を
強
く
抗
議
す
る

決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早

く
平
和
と
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

◆
今
年
度
は
第
８
次
総
合
計
画
や
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
皆
様
の
生

活
が
さ
ら
に
快
適
に
な
る
よ
う
様
々

な
検
討
を
し
ま
す
。
皆
様
と
行
政
の

「
か
け
は
し
」
を
担
う
市
議
会
を
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

〜
か
け
は
し
〜

編
集
後
記

●
傍
聴
者
の
間
隔
を
空
け
る

●
議
員
、
理
事
者
は
マ
ス
ク
を
着
用

●
換
気
を
約
30
分
ご
と
に
実
施

●�

質
問
質
疑
の
持
ち
時
間
を
60
分
か

ら
50
分
に
短
縮

●�

質
問
質
疑
の
際
、
密
接
を
避
け
る

た
め
、
議
場
に
入
る
議
員
の
数
を

減
ら
し
、
別
室
で
モ
ニ
タ
ー
視
聴

を
実
施

●
議
場
等
の
各
席
に
間
仕
切
り
設
置

３
月
定
例
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
主
な
対
策

　

ロ
シ
ア
は
、
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
、
首
都
キ
エ
フ
を

は
じ
め
各
都
市
で
の
度
重
な
る
戦
闘
に
よ
り
、
子
ど
も
を
含
む
一
般
市
民
に
も
多
数

の
死
傷
者
が
出
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
と
財
産
を
奪
う
人
権
侵
害

で
あ
る
と
と
も
に
、
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
核
の
威
力
を
背
景
に
威
嚇
を
す
る
行
為
は
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

本
市
に
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
企
業
も
多
く
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ
る
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
国
際
秩
序
を
力
に
よ
り
現
状
変
更
し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
に
対
し
、
厳

重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
即
時
に
攻
撃
を
止
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
無
条
件
か
つ

完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

令
和
４
年
３
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈　

谷　

市　

議　

会

加
藤　
幹
樹　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

― 

県
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く 

―

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
支
援
給
付
の
体
制
づ
く
り
と
条
例
制
定
を
!!

上
田　
昌
哉　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

― 

今
後
も
市
民
公
園
づ
く
り
会
議
の
中
で
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
む 

―

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
、
刈
谷
城
建
設
の
中
止
を
!!

問　
犯
罪
被
害
者
の
支
援
は
、
自

治
体
で
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
か
が
重
要
と
な
る
も
の
の
、
犯

罪
被
害
者
支
援
条
例
の
有
無
に
よ
っ

て
自
治
体
に
お
け
る
支
援
に
格
差
が

生
じ
て
い
る
。
本
市
は
、
犯
罪
被
害

者
に
対
し
て
支
援
給
付
を
目
的
と
し

た
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

現
在
、
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
相
談
窓
口
の
設
置
や
犯
罪
被

害
者
給
付
制
度
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問　
令
和
４
年
２
月
愛
知
県
定
例

議
会
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
が
提
出
さ
れ
た
が
、
今
後
の

本
市
の
対
応
は
。

答　
県
が
制
定
を
す
る
条
例
の
詳

細
に
つ
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、

県
の
動
向
な
ど
に
注
視
し
て
い
く
。

問　
刈
谷
城
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
亀
城
公
園
に
つ
い
て
は
魅
力

あ
ふ
れ
る
公
園
づ
く
り
構
想
の
策
定

過
程
に
お
い
て
、
出
張
ア
ン
ケ
ー
ト

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

幅
広
く
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

問　
刈
谷
市
の
歴
史
的
建
造
物
と

い
え
ば
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

に
認
定
さ
れ
て
い
る
依
佐
美
送
信
所

だ
と
考
え
る
。
刈
谷
城
と
依
佐
美
送

信
所
と
で
は
、
世
界
に
与
え
た
影
響

は
ど
ち
ら
が
高
い
と
考
え
る
か
。

答　
刈
谷
城
は
本
市
が
発
展
す
る

礎
と
な
り
、
依
佐
美
送
信
所
も
、
我

が
国
の
国
際
通
信
の
発
展
に
貢
献
し

た
施
設
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

問　
市
税
等
の
滞
納
状
況
は
。

答　
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
滞

納
者
数
は
５
，
３
１
４
人
で
あ
る
。

問　
消
費
税
が
格
差
と
貧
困
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
る
。
地
方
消
費
税
交

付
金
の
40
億
５
千
万
円
を
困
っ
て
い

る
人
の
支
援
に
充
て
る
べ
き
。

答　
地
方
消
費
税
交
付
金
の
約
20

億
２
千
万
円
は
、
社
会
保
障
施
策
に

係
る
経
費
に
充
て
て
い
る
。
残
り
約

20
億
３
千
万
円
は
、
一
般
財
源
の
一

部
と
し
て
い
る
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
逼
迫
し
て
い
る

と
き
に
、
亀
城
公
園
等
整
備
基
金
と

し
て
、
市
民
の
税
金
を
眠
ら
せ
て
お

く
必
要
は
あ
る
の
か
。
廃
止
し
、
お

城
建
設
は
や
め
る
べ
き
。

答　
今
後
、
亀
城
公
園
の
整
備
を

進
め
る
上
で
必
要
な
基
金
で
あ
り
、

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」（警察庁）

山
本　
シ
モ
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

― 

新
た
に
個
別
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
い
う
認
識
は
な
い 

―

地
方
消
費
税
交
付
金
を
財
源
に
、
困
っ
て
い
る
人
へ
の
支
援
を
!!

問　
「
食
育
」
は
教
育
行
政
方
針

の
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
の
基

本
に
な
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
給
食
時
間
で
の
郷
土
料
理
、

地
元
食
材
の
紹
介
や
、
地
域
の
方
と

の
米
作
り
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
取
組
を
し
て
い
る
。

問　
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
教

育
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
」
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

答　
当
該
教
育
の
推
進
は
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
小
学
校
１
ク
ラ
ス
平
均
は
刈

谷
市
31
．
５
人
、
全
国
23
．
４
人
で

あ
る
。
少
人
数
学
級
に
向
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
設
置
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

答　
国
は
今
後
４
年
で
小
学
校
６

年
生
ま
で
を
35
人
学
級
に
す
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
引
き
続
き
国
・
県

の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　
令
和
３
年
９
月
議
会
な
ど

で
質
問
し
た
「
お
く
や
み
窓
口
」
が

４
年
度
に
新
規
に
開
設
す
る
。
死
亡

に
伴
う
様
々
な
手
続
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
で
き
る
こ
の
窓
口
の
概
要
は
。

答　
１
日
３
組
程
度
の
予
約
制
と

し
、
市
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た

方
の
御
遺
族
を
対
象
と
す
る
。
令
和

４
年
７
月
に
開
設
を
予
定
し
、
市
役

所
１
階
の
休
日
夜
間
受
付
に
お
い
て
、

平
日
の
日
中
に
窓
口
を
開
設
す
る
。

問　
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
住
民
は
印
字
さ
れ
た
内
容
の

確
認
と
署
名
等
の
み
で
申
請
が
完
了

す
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
が
増
え
て

い
る
。
窓
口
業
務
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
窓
口
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
。

答　
「
書
か
な
い
窓
口
」
も
含
め
、

本
市
に
合
っ
た
窓
口
を
調
査
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
刈
谷
市
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
考
え
方
は
。

答　
企
業
等
と
協
働
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
有
効
な

手
段
の
一
つ
と
考
え
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
は
第

８
次
総
合
計
画
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
位
置
づ
け
で
推
進
す
る
の
か
。

答　
第
８
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ま
ず
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

を
示
し
、
企
業
等
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

募
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
取
り
組
む
上
で
の
留
意
点
は
。

答　
先
進
市
で
は
手
段
が
目
的
化

し
て
い
る
な
ど
の
課
題
が
出
て
い
る
。

先
進
市
の
課
題
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
の
先
端
技
術
が
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
せ
る
よ
う
な
取
組
と
な
る

よ
う
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。 ＩＣＴを正しく扱う能力を高め、幅広い

市民活動をする能力も得られる教育を

白
土　
美
恵
子　
議
員 

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
民
活
動
部
長
）

― 

手
続
時
間
の
短
縮
と
、
他
の
窓
口
に
比
べ
、
落
ち
着
い
て
手
続
が
で
き
る 

―

お
く
や
み
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
!!

黒
川　
智
明　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

― 

企
業
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る 

―

将
来
を
見
据
え
た
刈
谷
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
取
組
を
!!

牛
田　
清
博　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

― 

食
の
安
全
は
ハ
サ
ッ
プ
の
考
え
に
基
づ
き
衛
生
管
理
を
実
施
し
て
い
る 

―

給
食
で
有
機
農
産
物
を
増
や
す
た
め
に
品
質
管
理
の
向
上
を

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

◆
◆
◆

◆
◆
◆


